
演習の進め方

資料 ２

令和元年8月29日

令和元年度 荒川下流域を対象としたタイムライン専門部会（運用訓練）



●タイムライン（拡大試行版）の適用時の
・仕組み、流れ
・伝達、共有する情報(気象・水文情報)
・これらの情報の読み解き方

を理解する
●タイムライン（拡大試行版）の模擬適用を体験する
●タイムラインを見直し、内容の充実を図る
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１．演習の目的

タイムライン関係機関において改めて防災行動を確認し、

防災行動の実施方針のイメージを明確化すること

２．演習の方法

①演習事務局：擬似的な時系列の気象・水文状況情報を付与

②タイムライン関係機関（プレイヤー）：付与された情報に対して
タイムラインの防災行動が「適切か」、「見直しの必要が無いか」
を確認
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T
L
ﾚ
ﾍﾞ
ﾙ

目安の
時刻など

作
業
番
号

概ねの進行時間
13：25～15：20

合計(分)

(1)
分

(2)
分

- 状況説明 ① 13：25～13：35 10 10 0
状況検討 ② 13：35～13：40 5 5 0

- 情報共有
ツール説明 ③ 13：40～13：50 10 10 0

- 状況共有 ④ 13：50～13：58 8 8 0

1-2
-18Ｈ ⑤ 13：58～14：10 12 8 4
-14Ｈ ⑥ 14：10～14：22 12 8 4

2

-11Ｈ ⑦ 14：22～14：32 10 5 5
-8Ｈ

⑧ 14：32～14：40 8 5 3
(-6Ｈ)

-4Ｈ ⑨ 14：40～14：47 7 4 3

3
-3Ｈ ⑩ 14：47～14：54 7 4 3
-1Ｈ ⑪ 14：54～15：01 7 4 3

4 0～YＨ ⑫ 15：01～15：09 8 4 4
5 XＨ

(X1～3は割愛) ⑬ 15：09～15：18 9 6 3

- 適用終了 ⑭ 15：18～15：20 2 2 0次のTLﾚﾍﾞﾙ（及び目安の時刻）
の状況付与

（２）対応行動の検討

(演習事務局から進行管理上のｺﾒﾝﾄや
ﾌﾟﾚｲﾔｰによる模擬広報なども実施)

演習事務局からﾌﾟﾚｲﾔｰへの
質問(必要な箇所で)

（１）演習事務局が
■TLﾚﾍﾞﾙ（及び目安の時刻）を状況付与
■当該TLﾚﾍﾞﾙ（及び目安の時刻）で伝達・
共有する気象・水文情報を状況付与

(その読み解き方を説明)

・行動の確認、検討

３．演習の流れ



Ａ実施が適当と判断できた
防災行動の場合

情報共有
ツールに

該当する防災行動の欄に「実施し
た」ものとしてチェックを入れる

Ｂ実施すべき防災行動が『タイ
ムラインに無い』または『対応
行動の内容を修正したい』場合

A3用紙
に

該当する防災行動の欄にフセンで
追加・修正内容を記入する

Ｃ実運用で行う避難勧告等や
災害広報の防災行動の場合

会場に
マイクで模擬伝達・広報を実施す
る（マイクが必要な方は挙手をお
願いします）

■演習事務局
構 成：荒川下流河川事務所

東京管区気象台
役 割：タイムラインの時系列の気象・水文情報の状況付与

演習進行管理
⇒タイムライン適用中に伝達・共有される気象・水文情報についての説明
⇒演習進行管理、プレイヤーへの質疑や行動の促し等のコメント
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４．演習上のみなさんの役割

■プレイヤー

構 成：タイムライン関係機関

役 割：自機関のタイムライン上の防災行動を確認（確認、検討）

⇒付与される気象・水文状況に応じて…
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Ａ 実施が適当と判断できた防災行動の場合

４．演習上のみなさんの役割

情報共有ツール

・該当する防災行動の欄に「実施した」ものとしてチェックを入れる

※詳しい動作方法は
演習中に説明を行い
ます
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Ｂ 実施すべき防災行動が『タイムラインに無い』または
『対応行動の内容を修正したい』場合

４．演習上のみなさんの役割

防災行動の追加 修正点

①NO.34の下
②〇〇への対応
③行動主体： ㈱◆◆
行動協力者：□□区

④●●のため

①NO.34
②「・・・」に修正
③●●のため

防災行動の追加
①追加したい場所を記入

(NO●●の下など)
②防災行動(細目)を記入

③行動主体(◎)と
行動協力者(〇)を記入

④行動追加の理由

修正点
①修正対象のNO記入
②修正の内容
③修正の理由
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ホームページ、テレビ、メール、防災無線などにより
地域や関係者全体に向けて伝達している情報
⇒マイクで会場全体へ伝達・広報を模擬的に実施してください

・マイクが必要な際は挙手をお願いします
・演習事務局がマイクをお渡しします

交通規制の実施

避難勧告の発表
駅利用者へ
の運行規制
情報の広報

鉄道運行停止

など

Ｃ 実運用で行う避難勧告等や災害広報の防災行動の場合

４．演習上のみなさんの役割
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荒川下流タイムラインの想定するハザード設定と
同様なものを想定します

■資料３ ：演習シナリオ
※荒川下流タイムラインの想定するハザードの内、

風速は一部修正（暴風警報発表中の風速を1.3～1.5倍）

■資料４ ：荒川下流タイムライン(拡大試行版)【2019年版】

(本演習では、上記で設定したハザード想定以外に被害箇所や被害者
数等の状況付与はありません。)

５．演習で対象とするハザードの想定

６．演習の補足

演習時間が短いことから、ホットライン全般は実施しないこととします


